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(1) 昭和 30 年 3 月 25 日 	五 所 川 

九 

毘
沙
門
合

併
後

の
 

新
市
に

つ
い
て
 

三
月
一
日
よ
り
嘉
隅
村
大
字
毘
沙
門
が

当
市
に
合
併
し
た
の
で
あ
る
が
、
次
の
現

況
表
（
一
月
一
月
現
在
）
に
よ
つ
て
既
念

を
つ
か
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
 

新
 

市
 
昆
沙

門

人
 
口
（入
）
三
七
、
八
七
九
 
一
、】
。
四

戸
 
数
（戸
）
 
大
、五
四
五
 
一

八
三

都
市
人
ロ
 
」
四
、五
九
O
 

一
八

農
村
人
口
 
一
三
、】
一八
九
 
一
、O
八
大

国
税
（
千
円
）七
」
、大
三
ニ
 
五

八
四

同
一
人
当
（
円
）一
，九
一
七
 
五

ニ
九

県
税
（
千
円）
一
二二
九
七
八
 

‘
七
一
一

同

一
人
当
（
円
）
 
大O
七
 
大
五

生
産
額
（
百
万
円
）
 

一
e
三
三
 
三
一

同
一
戸
当
（
千
円）
 
三五
ニ
 
一

七
大

郵
便
発
信
 

一
」
、
入
o
大
 

同
 
受
信
 

三
い
。
四
二
 

一一
一
 

電
話
発
信
 

九
大
 
一
 

同
 
受
信
 

八
大
 
一
 

岡
本
日
三
月
定

例
市
議
会
を
召

集
い
た
し
ま
し

た
る
所
、
議
員

各
位
に
は
御
繁

忙
中
に
も
拘
ら
 

ず
、
ま
げ
て
御
 

出
席
を
得
ま
し
た
る
事
に
対
し
ま
し
て
深

く
感
謝
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。
 

不
肖
私
、
市
長
に
当
選
以
来
、
溝
三
ケ

月
、
像
力
な
が
ら
全
カ
を
つ
く
し
て
、
市
 

専
決
い
た
し
ま
し
た
も
の
は
、
毘
沙
門

地
区
網
入
合
併
に
関
運
あ
り
一
合
併
時
期

が
三
月
一
日
に
な
り
ま
し
た
関
係
上
専
決

処
分
い
た
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
 

奨
学
資
金
貸
与
条
例
制
定
に
つ
い
て
は

立
派
な
教
員
を
つ
く
る
た
め
設
け
た
も
の

で
あ
り
ま
す
。
 

課
設
置
条
例

一
部
改
正
の
件
は
、
経
費

節
減
の
意
味
か
ら
、
秘
書
企
画
課
と
総
務

課
を
も
つ
て
総
務
課
、
民
生
課
と
健
康
保

険
課
を
も
つ
て
厚
生
課
、
土
木
課
と
都
市
 

当
予
算
を
建
設
計
画
と
比
べ
て
見
ま
す

と
、
社
会
労
働
費
に
福
祉
事
務
所
分
が
加

つ
た
た
め
、
四
倍
と
な
り
、
保
健
衛
生
費

五
割
増
、
土
木
費
一
一割
増
で
他
は
大
体
変

り
ま
せ
ん
。
 

ま
た
歳
入
中
市
税
は
建
設
計
画
に
よ
れ

ば
、
大
千
大
百
万
円
と
な
つ
て
お
り
ま
す

が
滞
納
繰
越
分
が
約
四
千
万
円
近
い
た
め

こ
れ
も
ほ
ど
ん
と
変
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
 

す
な
わ
ち
、
市
税
に
お
い
て
は
、
市
民

税
、
固
定
資
産
税
等
で
約
一
千
万
円
の
誠

税
を
見
て
お
り
ま
す
。
 

建
設
面
に
つ
い
て
は
、
建
設
計
画
に
実

情
を
照
合
し
て
子
算
計
上
、
特
に
農
村
方

面
に
重
点
を
お
い
て
お
り
ま
す
。
 

消
防
面
に
お
い
て
は
、
水
槽
（
ン
ク
を
 

市
議
曾
招

集
さ

る
 

外
崎
市
長
の
施
政
方
針
演
説

要
旨
 

市の人口動態 

（昭釦・3り） 

総人口 	38.058 
世帯数 	6.544 

国
庫
支
出
金

県
 
支
出
金
 

子繰諸公選統財産保労教土消市駿』』． 
上 	計 業健 	 “， 風 
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費金金費費費費費費費費賢費費費 rー 

兄ニ石大、一 

市 雑 繰 寄 
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債 入 金 金 

三吾 S 里吾吉三 
五〇〇、三 0 六＝ 

歳
，

入
 

千
円

市
 

税
 
「

O
」
、
一
四
一一

地
方
交
付
税
 

三
八
、
O
O
〇

公
営
企
業
及
財
産
牧
入
 

ニ
入

使
用
料
及
手
数
料
 

一
、
九
O
五
 

四
ニ
、
一
O
八

三
、
大
四
四
 

〇
 

〇
 

ニ
、
大
八
八

一
七
、
八
。
〇
 

」
O
八
、
三
一
五
 

四
、
 一
五
四
 

三
七
、
大
三
三
 

一
四
、
四
ニ
四
 

八
、
ニ
大
三
 

三
五
、
O
〇
〇

大

一・
、
 
三七
】
一

三
、
 七
九
一

八
、
大
四
七
 

五
「一
。
 

五
 

【
才
 
入
 
才
 
出
 
総
 
掲
・
表

】
 

式
辞
及
び
嘉
瀬
村
長
の
式
辞
、
市
臓
会
議
が
、

い
づ
れ
の
日
に
か
五
所
川
原
市
合
併
原
野
（
町
歩
）
 
一
、ニ
四
三
 
七
四

長
及
び
村
畿
会
議
長
の
祝
辞
、
自
治
功
労
が
央
現
さ
れ
る
で
あ
ろ
「
。
 

小
学
生
 
五
、

一
四
八
 
一

七
〇
 

者
、
合
併
功
労
者
、
計
」
十
四
名
の
表
彰
 
そ

の
日
の
一
日
も
早
か
ら
ん
こ
と
を
祈
中

学
生
 
二
、

玉
八
九

を
行
い
、
な
お
新
市
発
展
の
た
め
、・
また
り

毘
沙
門
楓
入
合
併
記
念
式
典
の
一
日
は
 

七 

号
 

最
産
物
品
評
会
に
八
万
円
を
計
上
致
し
ま
 

し
た
。
 

金
木
町
、
喜
良
市
村
、

嘉
鳳
村

（
毘
沙門
 
続
い
て
該
部
落
自
漫
の
獅
子
舞
を
行
い
 

地
区
除
く
）
 
の
一町
ー
ー
ケ村
合
併
と
時
を
 
祝
宴

え
と
移
つ
て
行
つ
た
。
 

尚
冷
害
対
策
の
健
苗
育
成
の
保
温
折
衷
  同

じ
く
し
、
五
所
川
原
市
に
編
入
合
併
さ
ニ
合
び
ん
と
簡
単
な
折
詰
料
理
で
は
あ
る
 

苗
代
用
温
床
紙
は
、
国
庫
助
成
に
加
へ
、
 

 
れ
た
。
，
 

が
、

こ
の
日
の
部
落
民

一
同
の
喜
び
よ
う
 

坪
当
り
五
円
の
五
万
餌
の
」
十
五
万
円
を
  

当
日
は
、
合
併
記
念
に
贈
ら
れ
た
日
の
は
、
未
だ
曾
つ
て
な
か
つ
た
と
云
わ
れ
る
 

計
上
い
た
し
ま
し
た
4
 

丸
の
旗
が
、
早
春
の
部
落
の
毎
戸
に
ひ
る
程
で
あ
り
、
講
堂
と
い
わ
ず
、

校
庭
と
い
 

ま
た
田
園
都
市
計
画
作
製
費
に
三
十
万
  が

い
り
、
こ
の
良
き
日
を
祝
す
る
打
揚
花
わ
ず
、

部
落
全
体
が
喜
び
に
湧
き
返
つ
て
 

円
を
計
上
し
、
区
劃
整
理
交
換
、
用
排
水
 火

は
、
全
部
落
に
と
ど
ろ
き
亘
つ
た
。
 

み
た
。
 

路
の
改
修
、

そ
の
・
他の
食
量
増
産
対
策
の
  

こ
の
よ
う
に
祝
賀
気
分
の
充
満
し
て
カ
 
特
に
派
遺
し
た
、

函
青
く
に
子
一
行
八
 

資
料
を
得
る
事
に
致
し
ま
し
た
。
 

る
中
に
、

午
前
十
時
、
毘
沙
門
小
学
校
に
名
の
余
興
に
、
じ
ば
し
聞
き
ほ
れ
て
カ
た
 

不
作
に
よ
る
営
最
資
金
に
、
旧
一
町
大
ケ
  

お
い
て
は
、
小
学
校
の
児
童
に
よ
る
旗
行
部
落

民
は
、
や
が
て
飛
入
り
し
、
そ
の
技

村
の
借
入
額
三
千
万
円
と
し
て
、

年
五
分
  列

が
行
進
を
開
始
し
、
手
に
手
に
日
の
丸
を
競
い
、

両
者
入
乱
れ
て
の
大
熱
演
を
く
 

の
百
五
十
万
円
を
補
給
す
る
こ
と
に
し
ま
  を

持
ち
「
五
所
川
原
市
合
併
万
才
」
を
三
り

展
げ
る
よ
う
に
な
り
、
完
全
に
融
合
し
 

し
た
。
 

唱
し
つ
・
部
落
の
隅

A
に
ま
で
そ
の
行
進
た
ふ
ん
囲
気
を
作

り
出
し
た
。
 

開
拓
関
係
に
、

東
北
両
郡
境
の
空
沼

（
 

 が
続
げ
ら
れ
て
い
つ
た
。
 ・

 

こ
の
よ
う
に
し
て
こ
の
式
典
及
び
祝
宴
 

旧
飯
詰
ー
青
森
間
急
行
パ
ス
路
線
）
 
地
区
 

よ
、
や
く
に
し
て
軌
道
に
乗
り
、
そ
の
基
で

あ
り
ま
す
o
 

中
川
両
地
区
ガ
ソ
リ
ン
ポ
ン
プ
ー
台
五
所
？の
K
三
男
を
入
植
せ
し
む
る
た
め
、
林
野
と
し
、
議
会
議
長
、
嘉
瀬
村
長
代
理
、
村
盛
き

る
と
こ
ろ
を
知
ら
ぬ
有
様
で
あ
つ
た

盤
が
山
来
つ
・
あ
り
ま
ナ
こ
と
は
誠
に
喜
 
市
税
条
例
そ
の
他
は
、
各
ぼ
町
村
の
条
川
原
地

区
を
除
い
た
他
地
区
に
水
相
吋
ケ
庁
と
折
衡
中
で
、
ご
の
調
査
に
十
万
円
を
議
会
議
長
代
理
等
臨
席
の
も
と
に
、
全
部
 
た
だ
こ

の
式
典
の
蔭
に
或
る
一
沫
の
さ

び
に
塔
え
な
い
所
で
あ
り
ま
す
o
 

例
を
適
用
し
て
き
た
も
の
を
、
市
の
条
例
所
、

屯
所
ニ
ケ
所
を
建
設
す
る
こ
と
に
し
計
上
し
た
の
で
あ
り
ま
す
o
 

落
毎
戸
一
名
の
招
待
者
を
中
心
と
す
る
、

び
し
さ
を
持
つ
の
は
最
初
か
ら
行
動
を
共

こ
れ
ひ
と
え
に
当
議
会
の
長
尾
議
長
始
め
と
し
て
一
本
化
す
る
た
め
提
案
し
た
し
の

て
お
り
ま
す
o
 
 

以
上
何
れ
に
し
て
も
御
満
足
ゆ
か
ぬ
点
合
併

記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
た
『
 
に
し

て
来
た
長
富
部
落
が
、
喫
会
の
決
定
 

議
員
各
位
の
駒
意
あ
る
御
指
導
な
ら
び
に
で
あ
り
ま
す
o
 

土
木
費
に
つ
い
て
は
、
雪
解
け
を
ま
つ

多
A
あ
り
ま
し
よ
う
が
今
後
各
事
業
の
進
 
合
併
促
進
委
員
長
太
田
良
作
氏
の
熱
意
に

よ
り
分
離
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
 

御
支
授
と
、
御
理
解
あ
る
市
民
各
位
の
お
．
水
道
給
水
条
例
一
部
改
正
に
つ
い
て
は
て
各
地
を
調
査
、
ひ
ど
い
所
よ
り
修
理
し

震
に
伴
な
つ
て
出
来
得
る
限
り
投
入
し
て
の
こ
も
つ
た
経
過
報
告
に
次
い
で
市
長
の
 
然
し

時
期
は
少
し
お
く
れ
る
で
あ
ろ
う

カ
報
に
よ
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て
深
甚
な
使

用
料
は
、
他
市
町
村
の
使
用
料
に
比
し
て

ゆ
く
こ
と
に
し
、
新
市
街
地
の
夜
間
暗

豊
事
振
興
に
万
全
を
期
し
た
い
考
へ
で
あ
式
辞
及
び
嘉
瀬
村
長
の
式
辞
、
市
臓
会
議
が
、

い
づ
れ
の
日
に
か
五
所
川
原
市
合
併

る
謝
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
与
 

て
低
く
、
特
別
会
計
水
道
事
業
の
予
算
健
く
て
歩

行
困
難
な
所
に
街
灯
を
新
設
す
る

り
ま
す
・
 
長
及

び
村
畿
会
議
長
の
祝
辞
、
自
治
功
労
が
央
現
さ
れ
る
で
あ
ろ
乞

と
の
上
と
も
、
倍
旧
の
御
叱
正
を
お
願
全
化

の
た
め
若
干
の
改
正
を
い
た
し
た
も
と
と

に
い
た
し
ま
し
た
o
 

以
上
昭
和
三
十
年
度
一
般
会
計
の
大
要
者
、
合
併
功
労
者
、
計
」
十
四
名
の
表
彰
 
そ

の
日
の
一
日
も
早
か
ら
ん
こ
と
を
祈

い
す
る
と
と
も
に
本
日
提
案
い
た
し
ま
し

の
で
、
そ
の
点
宜
し
く
お
願
い
申
上
げ
ま
 
教
育

費
は
一
小
学
校
の
増
改
築
七
ケ
所
で
あ
り
ま
す
が
焼
失
せ
る
飯
詰
小
学
校
の
を
行

い
、
な
お
新
市
発
展
の
た
め
、・
また
り

毘
沙
門
楓
入
合
併
記
念
式
典
の
一
日
は
 

＼
贈
懇
『
戴
“
譲
接
“
ま磁
は
予算
の
大要
を
説明
申
上げ
まt
＼
器
縄
騒
響
題
鷺
罷
籍
繁

瓢
「
器
猫
託
讐
如
」
窓
 
昭
和
」汗
年
ニ
朔
 
線
認
漣
芦
噌
詳
”
籍
誤
 

翻
影
輪
約
」
懇
網
翼
灘
蕪
柳
買

女
山川
撃
新
一
雄
麟
灘
麟
 

酬
か
口
重
柳
を
）
か

、
予
第
面
に
釦
。
見
山
山
む

か
て
糾
水
が
電
か
夜
町
帥
水
加
臓
 
F
 

宮
o
漕
治
長
男
、
佐
藤
譲
治
、
 郎
」
癌
い
二
嘱
博
喋
汗
い
m
山
旧
堰
咋
四
 

曹
誓
婆
鷺
網
【
器鯵
競
礁
籍
誇
販
鍛
撲
夢
譜
鷺器
羅
鳶
無
龍
麟
 

口
、
市
内
二
十
三
に
知
お
ふ
小
中
学
柳
か

に
な
り
引
い
い
引
o
 
.！

 
一
 

〇
柾
雄
長
女
、
エ
藤
光
代
、
敷
島
町
〇
繁
藤
森

叫
好
り
訓
山
〇
忠
迷
辰
、

注
洪
恒
 

う
o
 

暮
れ
て
行
つ
た
。
 

女
、
川
村
千
佳
子
、
飯
詰
〇
置
長
女
、
高

檎
彩
子
、
鹸
詰
〇
多
市
長
男
、
和
島
秀
昭

飯
詰
〇
登
八
ニ
女
、
山
口
留
美
子
、
飯
詰
 

O
義
信
長
男
、
浜
舘
教
女
、
飯
詰
〇
文
雄

長
男
、
佐
藤
渉
、
飯
詰
〇
秀
信
四
男
、
和

島
力
彦
、
飯
詰
〇
慶
蔵
長
女
、
対
馬
玲
美

子
 
ノ米
田
O
源
之
亜
一一
女
、斉
藤
ッ
ェ
子

米
田
O
嘉
四
長
男
、
高
橋
稔
、
金
山
O
粕

次
郎
長
男
、
佐

A
木
勝
吉
、
金
山
。

一
郎

三
男
、
高
梶
義
春
、
金
山
O
勉
大
男
、
小

田
桐
大
知
雄
、
水
野
尾
〇
済
三
三
女
、
荒

関
タ
子
、
太
刀
打
O
忠
市
二
男
、
斉
藤
節

文
、太
刀
打
O
常
吉
四
男
、島
村
常
雄
、
太

刀
打
O
勝
美
三
女
、
小
野
し
げ
子
、
一
野

坪
O
左
三
雄
長
女
、
対
馬
恵
子
、

一
野
坪

死
 
亡
 

〇
木
村

F
キ
七
大
川
端
町
〇
岩
川
や
よ
四

四
寺
町
〇
田
辺
さ
よ
八
O
敷
島
町
〇
佐
藤

左
市
八
八
隣
川
O
高
橋
善
之
大
〇
藻
川
o
 

白
戸
平
作
七
一
一
七
ッ
舘O
石
谷
岩
五
郎
五

八
沖
脇
詰
O
松
沢
又
入
五
九
川
山
O
勝
浦

多

一
四
四
野
里
O
工
藤
つ
さ
大
一
洩
井
0
 

奥
田
キ

ェ
八
大
飯
詰
 

五
所

川
原

市
 

発
行
所
 
五
 
所
川
原

市
役

所
 

電
話

ー
ス
ー」
x

ー
「
元
 

鮮
嫌
総
務

課
・
広
報
球
 

五
 
所
川
原

市
 

印
刷
所
 
小
野
印

刷
株

式
会

社
 

他
合
併
市
町
村
に
比
ぺ
て
当
市
は
、
財
政
て

い
る
点
他
に
比
が
な
い
こ
と
を
附
記
し

面
に
お
い
て
も
強
カ
で
あ
り
、
税
金
の
誠
て
、
皆
様
の
御
協
力
を
お
願
い
す
る
次
第

税
率
の
多
い
こ
と
、
建
設
計
画
を
央
行
し

で
あ
り
ま
す
o
 

ク
毘
沙
門

ク
編
入
合
併
成
ろ
 

昭
和
三
十
年

三
，
月
一
 
日
 
よ
 
り
 

一
町
大
ケ
村
合
併
が
論
議
さ
れ
て
い
た
、
 昆
沙
門
部
落
振
興
の
た
め
一
層
の
努
カ
を

嘉
瀬
村
大
宇
昆
沙
門
地
区
の
合
併
は
、
市
惜
し

ま
ぬ
と
の
カ
強
き
被
表
彰
者
代
表
の

制
施
行
後
五
ケ
月
を
経
過
山
た
三
月
「
日
答
辞
に
よ
つ
て
式
を
閉
じ
た
 

一
ち
嚇
堂
こ
お
戸
て
ま
、
有
良
を
踊
カ
は
時

の
豊
b
に
従
、‘
鵬
馴と
な
り
、
そ
の
 ●
ジ
オ
聴
取
敵
三
、ニ
四
五
 
一
三
一
一

一
方
講
堂
に
お
い
て
共
市
長
を
始
め
は
時
の

進
む
に
従
い
熱
烈
と
な
●
、
そ
の
 

面
目
割

た
にす
司
こ
と
で
か
かt
い
山
ー
軸
別
会
計
都
市
計
画
事
業
は
水
利
地
益
夫
ニ男
、
葛
西
清
孝
、
元
町
〇
『
大
郎‘
隊
滅

山
環

睦
昇

冶
濃

「
 

引
o
 

税
加
五
所
川
卿
地
区
か
み
に
限
ら
か
て
い
男
、
範
善
、
田
町
〇
信
吉
四
男
、
高
松
順
新

噛
。
誠
唾
叫
「
小
野
噴
徳
戸
”
飯
満
ゆ

社
会
労
働
費
に
は
、
母
子
寮
お
ょ
び
、
か

た
め
り
劃
加
m
m
畑
区
『
漏

を
如
画
い
治
、
・
敷
島
町〇
三
男
長
男
、
尾
崎
伸
ニ
、
 旧
悦
長
け
、
藤
隣
噌
呼
、
川
山
勺
永
嘱
四

市
い
母
青
“
か
m
加
を
州
画
り
特
に
卿
育

ま
レ
か
が
、
細
和
制
和
馴
央
如
も
町
遁
か
布
屋
町
〇
輝
雄
長
女
、

一
戸
則
子
、
錦
町
男

「
斉
唾
正
唾
橋
〇
勇
吉
嶋
湧
、
百
川
唖

所
は
、
次
四
市
剖
背
お
い
引
弟
。
か
め
、
 で
あ
り
、
線
」
暴
市
託
画
の
施
行
周
と
も

o
孝
一
三
一
男
、三
国
孝
彦
、
川
端
町
〇
慶
ェ
、

曜
皿
。
市
決
」
女
、
山
，
末
噂
子
、
 

瓦
印
万
町
を
経
上
り
理
想
的
加
加
勘
を
建

な
つ
て
、
道
路
柵
の
完
伽
す
左
の
引
遠
い
次
郎

ニ
男
、
青
山
義
弘
、
田
町
〇
謙
逸
二
田
川
。
伝
九
郎
ニ
女
、
渋
谷
智
子
、
田
川

設
す
る
こ
と
に
決
定
を
見
ま
し
た
0
 

夢
で
は
な
い
よ
う
で
あ
り
ま
す
o
 

男
、
飛
島
克
好
、
柏
原
〇
久

一
三
女
、外
〇
金

正
長
男
、
吉
岡
英
正
、
川
山
。
忠
右

童
策
径
斉
費
で
ち
り
ま
す
革
、
田
鳳
邸
 
時
刊
会
汁
建
棄
呆
貧
事
葉
動
定
こ
ド
」
崎
ト
モ
子
、
元
町
O
平
助
三
男
、
三
上
隆
 工
門
長
女
、
小
男
柵
富
士
子
、
神
山
O
金

市
と
し
て
市
の
最
業
振
興
費
の
二
百
九
十

て
は
、
松
富
、
栄
の
二
診
療
所
の
新
設
を
柏
原

O
利
作
四
男
、
成
田
利
光
、
下
平
井

四
郎
三
女
、
今
成
子
、
野
里
O
泰
太
郎
三

大
万
五
千
円
は
、
二
十
八
、
ニ
十
九
年
の

計
上
、
市
立
病
院
の
増
築
と
あ
い
ま
つ
て
町
〇
言
戴
長
男
、
朝
比
奈
秀
樹
、
川
端
町
女
、

小
田
桐
洋
子
、
神
山
〇
秀
大
郎
ニ
男

冷
害
台
風
の
不
作
に
対
し
て
、
価
少
で
は

病
を
得
た
市
民
お
よ
び
、
そ
の
家
族
の
不
〇
昭
」
長
女
、
石
井
恵
美
t

元
町
。
貞

高
橋
正
ニ
、
神
山
〇
貢
長
女
、
石
岡
櫛
津

あ
り
ま
す
が
、
モ
ー
ー
リプ
防
徐
、
農
薬
補
安
を
除
く
よ
う
つ
と
め
て
あ
り
ま
す
。
 
作
一
一男
、
外
崎
勝
春
、
覇
川
C
桂
‘
」
女
子
、

福
山
〇
喜
一
郎
「
男
、
須
藤
悟
、
神

助
費
に
四
十
万
円
、
農
協
強
化
対
策
、
供
 
以
上
昭
和
三
十
年
度
の
子
算
と
、
建
設
野
呂
年
子
〈
藻
川
O
美
津
男
長
女
‘
川
浪
山

O
兵
一
ニ
男
、
新
岡
登
、
飯
詰
O
武
四

米
奨
励
費
に
」
十
万
円
、
最
事
振
興
会
、」
面
の
大
要
を
述
ぺ
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
 静
子
、
藻
川
〇
長
寿
長
女
、
護
辺
シ
ゲ
子
郎

五
女
、
奈
良
の
ぷ
子
、
麟
詰
〇
富
悦
長
 

回
麿
鳴
馴
剥
勲
ぎ
剖

て
も濡
濡
出
踊

誌
鈎
い
い
叫
 
出
生

及
死亡
 
雌
懲
誘
騨
熱
範
撲
競
 

と
し
、
駿
会
臓
農
、
嘉
頼
月
展
代
哩
、
村
監
き

る
と
こ
ろ
を
知
ら
ぬ
有
様
で
あ
つ
た
劇
場
映
画
舘

・
 
八
 
一

議
会
議
長
代
理
等
臨
席
の
も
と
に
、
全
部
 
た
だ
こ

の
式
典
の
蔭
に
或
る
一
沫
の
さ
選
挙
有
権
者
一
九
、
O
大
大
！
 

五
大
三

落
毎
戸
一
名
の
招
待
者
を
中
心
と
す
る
、

び
し
さ
を
持
つ
の
は
最
初
か
ら
行
動
を
共
田
 

（
歩町
）
 
三
、七
九
九
 
・
 
一一
一
大

合
併
記
念
式
典
が
挙
行
さ
れ
た
『
 
に
し

て
来
た
長
富
部
落
が
、
喫
会
の
決
定
畑
 

（
町歩
）
 
八

四
八
 

四
一

合
併
促
進
委
員
長
太
田
良
作
氏
の
熱
意
に

よ
り
分
離
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
 

宅
地
（
午坪
し
 
九

三
四
 
三
大

の
こ
も
つ
た
経
過
報
告
に
次
い
で
市
長
の
 
然
し

時
期
は
少
し
お
く
れ
る
で
あ
ろ
う
山

林
（
町歩
）
 
大

四
一
 
一

五
三
 



錦
町
 
福
士
カ
キ
ェ
、
石
戸
谷
等
、
工
藤
 

‘
 
ら

千
代
、
御
前
の
撮
ぎ
先
、
市
長
さ
ん
世
 

こ
・
で
も
市
長
の
隣
演
が
大
好
評
を
博
 

懸
議
会

議
員
の
選
畢

に
つ
い

て
 
‘

霜
競

湾
？
詳
溜
簿
」
 

市
民
税

の
申

告
 

離
編
蒜
巽
ぬ
議
醜
繊
 
市
眠
税
の
申
告
 
納

農

押

ミ
』
一
、
耗
？
離
護
瓦
躍
昧
諸
淳
製
監
”
譲
贈
篤

（
か
 

(2) 

・

市

民

慰
安

大
会
 

ャ
さ
で
も手
伝
して
、あ
ま
り
精切
ら
せ

Mの
割
富

嘉
シ
 
イ
ヤ
モ
ン
ド
も
 

朗
口
側
 

4
 
月
 

2
3
 日 

唾

」
に
い
准
湾

い
い
●
琳叱
」
 
に
つ
い

て
 

鯛
舞
裾
は
県
駿
会議
員の
電
挙力
鎌
鐘
麗
？
細

、
斉
藤
敵
、
高
橋令
 
壁
耗
議
一
翫
窪

扇
骸

畿
晦
緩
濃

務
謹
 

”
馴
影
か
ら一
名
の
議
員
を
選
挙す
書恕
熱
魁
『
，離
舞

、
厨割
「

え

i
'？
ー
，
…
，
E
 ”
持
。一
暗
携
猿
雑
？
 

“
訂
響
観
一
ー
ー

1
1一
 ぞ
“
m覇
、
裁
象
、
“
鷺
幾
島
叫小
田
桐孝
、佐
A木
悦
、岩
谷
m譲
持
設
鷺
織
『
 

子
、
山
谷
清
志
、
三
上
繁
蔵
、
三
上
城
 
ー
 

．
 
、
 

鎌
熊
鷲
声

済
濡

璃
橋令
“
、
誕
議
、
翫
窪
一
歌
信

発
叫
験
纏

翻
”
雑
襲
）
 

"（
総
麟
認
騒
一

群
が

雛

小
田
桐孝
、佐
A木
悦
、岩
谷
m譲
拙
謝
驚
溜
響
司

i
i
一
 

」
、
か割
プ

新
彰

、
心
勢
崇嘉

ェ
り
日井

ョ
 
セi
ゼ
早
，
十
覇
誌
講
？
監
霧

昇

i
構
想
操
づ
だ
行
わ
れた
も
ので漕
 

田
市
民
税
の
申
告
書
を
期
限
ま
で
に
提
が
、
各
支
所
管
内
に
お
い
て
多
大
の
感
銘
 

蕪
驚

嚇
」齢

大
時
迄
と本
輸
響難
籍

響
「
彰
細か
難
難
織
繊
一
 

”
、准
濡
い
濠
浮

ー
ト

I環
町
三
吐
行
光「
m鴻
セ
ッ」
漕
出
覇
葺
離
麟

難
髭

熱
“
 

て
行
く
。
 

？
装
灘

轟
線
醗

寺

m一
詳
証
器
詳
鍾
琵

一
譜
 
ほ
、
喋詳
務

譲
詳
葺
鼠
郡
難

慧
麓

憲
所
本
庁
又
は
競習
姦

い
麟
譲
黛

踏

第
四
会
場
（
野里
小
学校
）
 

居
る
。
そ
れ
を
磨
く
学
校
を
建
て
る
た
め

の
税
金
で
あ
る
o
」
こ
れ
を
聞
い
た
中
学

生
「
俺
は
明
日
か
ら
酒
買
い
に
行
く
の
は

や
め
だ
。
学
校
建
て
る
に
使
う
切
符
だ
ど

一
升
買
つ
て
呑
ん
だ
積
り
で
、
た
ま
つ
て

ら
切
符
納
め
戸
べ
す
。
俺
肩
身
狭
く
て
街

道
歩
か
れ
れ
じ
や
、
 

ケ
ヤ
グ
ど
う
だ
ぱ
」
等
女
、
背
中
を
た
 

、
か
れ
励
書
し
あ
い
、
金
銀
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
は
斯
く
さ
、
や
き
な
が
ら
闇
に
消
え
て

行
く
、
実
に
尊
い
姿
で
あ
り
、
無
垢
の
言
 

第
は舞
灘
「
難
務
一

」替
離
麟
再
長
か慶
一
詔」
熱
窯
驚
（
島村
れ瓦
隷
疑
設
」
」
報

“
「」m」
難
め
薙
誇
jy大
い
に鐘

贈

騒
＼
」る

o時
の
 

る
な
ぢ
や
、
白
粉
一
つ
買
つ
た
積
り
で
役

場
の
切
符

一
枚
で
も
納
め
る
よ
う
に
し
な

が
あ
」
と
は
流
石
娘
も
つ
母
親
の
気
苦
労

と
、
娘
の
幸
福
を
願
う
心
の
尊
さ
、
そ
し

て
家
計
の
や
り
く
り
に
も
、
白
粉

一
個
の

即
約
で
義
務
を
果
せ
る
嬉
び
に
和
気
あ
い

あ
い
の
情
景
を
見
て
、
―
肩
の凝
り
も
解
け
 

補
充
選
挙
人
名
簿
の
調
製
 

ー
撲
蔵

ー
、
雪
くF、
“

r二
、二

iは
嘱
踏
い
瑠

」
雄
 

靭
ン
萎
言
円
轟

F
熱
「

亮
 
舞
毒
・
胃
書
シ

馴
至

詠
 

に

つ
い
て
 

ー
馴
い
ミ
“
魁
毎
勢
省
、
木
m
昭
、
木
村

1
1
，
 
ー
1
1
 

‘
ー
ノ
 
ー
I
「（
》
 

ー
 

ー
ー
・
 

声
を
拾
っ

て
み
た
。
 

ア
ン
ュ
1
ル
」
で
一
層
活
気
に
崩
ち
た
o
 ！
一
一
？
ー
 

か
和
釦
議
相
か

F
か
H
り
i
「ー
》

l
 
H
」
ー
「
，
!
1
ニ
 
，
ー

ー
 
ニ

ー
 
ー
ー
‘

:
？
ー

i
b削
竜
旨
千
皇
と
》
」と
土
今
毛
ら
云
ふ
ま
で
も
ら
り
ま
片
し
は
、
製

が
誠
多
に
来
な
い
。
ま
あ
任
期

現
在
の
夜
間
断
水
を
解
消
す
る
た
め
岩
木
一と
混
同
さ
れ
税
金
の
よ
 

麟
羅
嬢
難

無
難
難

内
一
昭和
斥
粋
礁
鐸
滴

挙
γ
藤
麟

』
滋
「
』
水
道
料金
改
正
に
っ

ぞ
 

挙
に
当
つ
て
補
充
選
挙人
名
簿を
酬
製
す

池
ム
メ
、
佐

A木
ミ
ョ
、桜
井
ダ
ミ
、
 
，

1
ー
ー
ー
 
ーノ
‘
 
I
.．耳
ー
叱

二
‘
月
 

寸
受
・
メ廿
豪
ヒ
り
土
、・
ト
ら
五
十
‘
 

k

《
ョ
コ
ー
 
・ト

●
」・v
、

C
・
」
に
つ
 

る
か
ら
左
記
に
該
当
す
る
者
は
四
月
十
一

日
か
ら
十
三
日
ま
で
の
間
に
市
選
挙
管
理

委
員
会
に
御
申
田
下
さ
い
。
 

昌
二
、
佐
藤
寿
賀
子
、
野
呂
と
規
、
大
 

ー
 
ー
 

一
 
ー
 「“
り
 
ー
 
…
 ．
 
.1
 

い
H
」
一
 ・
』し
い
『
」
し
い、
o
 

布
田
町
“
か
馬
ふ
さ
、小
野
俸仁
、
護
辺
い
で
か
新
か川
い
知
影
劉
柳

響
も
レ

。
か川
郎
断
m加
什
険
粗
各
士
面
沖
に
涌
発
浅
織
浪

い
隣

携
 

1挺
”
、
柳
酎
堅
「、
か
髪
）
、
柳
馴
引計
川
髪
「
知
り
m細
舶
か
細
和田
即
上
いか
糾
か
加
m馴
名
町

か
い
H“
」
誘
慧

拝

『
滴
擁
”
流
柿

群

、
鉛
華

大
町
熱
‘
か
美
割
都
町
割
契
い
知
か
？
影

議
柳
球
知
」
か
“
競
彩
引
い

て
『
散
五
所
川
ほ
譲

控

い
中い
濃
津

埴
裏
」
 

認
躍
嘉
艶

鮎
郵
範
，

割
覇
事
彰
凱
ぶ
馴
凝
影
畜

雰
勢
郵

診
証
競
著

凄
濃

ゆ
携
操
世

相
協
環
 な
額
に
な
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
充
当
す

い
水
道
に
な
り
ま
す
。
 

現
在
の
夜
間
断
水
を
解
消
す
る
た
め
岩
木

川
の
流
水
を
引
用
す
る
工
事
を
進
め
て
居

り
ま
す
が
、
．こ
の
工
事
に
は
多
額
の
起
債

を
必
要
と
し
従
っ
て
そ
の
償
還
費
も
相
当

な
額
に
な
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
充
当
す

る
た
め
今
回
や
む
得
ず
水
道
料
金
の
改
正

を
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